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１ 教育行財政について 

1-1 教育委員会 教育長・委員 

  

                                      

                    

 

 

 

 

 
 

教 育 長     教育長職務代理者      委 員         委 員        委 員 

戸ヶ﨑  勤    仙波 憲一     鈴木  晃    土肥 美奈子    木村 雅文 

 

1-2 教育委員会 行政組織図 
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1-3 教育委員会 事務分掌 

青少年健全育成、青少年団体、青少年問題協議会、学童保育室、放課
後子ども教室の推進、成人式、児童センターに係る事務

私立幼稚園関連補助金

[図書館]資料の貸出返却・閲覧、読書案内、調査研究支援、集会及び
文化活動の企画開催、広報・視聴覚ライブラリー、資料の選択・収
集・整理・修理等
[郷土博物館]資料の収集・保存・展示、調査研究、行政文書・地域文
書・文献の収集・整理・管理、市史等の頒布及び管理、彩湖自然学習
センター及びアーカイブス・センターの運営管理、文化財の保護

所　管　課

教育総務課

市
　
長
　
部
　
局

文化スポーツ課

児童青少年課

教
　
育
　
委
　
員
　
会
　
事
　
務
　
局

総合教育会議に係る事務

社会体育の企画調整、体育施設設置・管理、体育施設使用許可及び使
用料徴取、学校開放、スポーツ関係団体、スポーツ教室、スポーツレ
クリエーションの普及奨励、スポーツセンターに係る事務、ボート競
技の普及、芸術及び文化活動の振興に関すること、文化会館に関する
こと等

主　な　事　務　分　掌

教育委員会会議、教育長の秘書、教育委員会事務局総括、入学準備
金・奨学資金貸付、未来へはばたく人財育成資金給付、海外留学奨学
資金給与、小・中学校施設の備品・消耗品購入、各種工事・修繕、業
務委託、事務機器賃貸借等

教職員等人事・服務管理、児童生徒の就学・転出入事務、通学区域・
通学路、就学援助費・特別支援教育就学奨励費事務、教科用図書無償
事務、学齢簿の編製・保管、児童生徒・教職員の健康管理、学校保健
会・学校保健管理、学校教育関係の調査・統計、日本スポーツ振興セ
ンター事務

学校訪問、研究委嘱、生徒指導、進路指導・キャリア教育、校外行事
への指導、副読本の編集・活用、各種研修会、情報教育、国際理解教
育、教育相談、就学支援、特別支援教育、適応指導教室、発達支援、
教育広報「とだ」の刊行、教育センター管理運営等、学校応援団、教
育センター教科等研究グループ

学校給食の計画、栄養管理、調理及び配送、給食センター運営委員
会、単独調理校調理場管理運営、給食センター管理運営

生涯学習の推進、生涯学習関連講座・事業実施、社会教育・家庭教育
講座、人権教育の推進、芦原小学校生涯学習施設管理運営、公民館事
業、少年自然の家管理運営

教育政策室

学校給食課

政策秘書室

保育幼稚園課

学務課

生涯学習課
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1-4 教育振興に関する大綱・教育振興計画  

戸田市の教育振興に関する大綱 ～戸田市の未来を創る「とだっ子」のために～ 
 
 私は、まちづくりの基本は人づくりであり、一人一人のよさを最大限に引き出し、「生きる力」を育成

し人格を磨いていくことこそが教育に課せられた最大の使命であると考えています。 

 これからの社会は激しく変化していくことが予測されています。グローバル化や情報化が一層加速し、

人工知能（ＡＩ）やロボット開発などが進み、多くの仕事が自動化され、今ある仕事がなくなり、多く

の子供たちは、現在まだない新たな職業に就くかもしれません。 

 そのような将来を見据えたとき、学校教育は、知識や技能の習得を重視した教育から、人工知能での

代替は難しい、問題解決能力や思考力、コミュニケーション能力といった、いわゆる「２１世紀型スキ

ル」の育成へ転換していくことが急務であると考えています。 

 一方で、社会がどんなに変化しようとも、基礎的な知識や技能を確実に身に付けること、他人を思い

やる心などの豊かな人間性、たくましく生きるための健康や体力など、知・徳・体をバランスよく育て

ることは、いつの世にも変わらない重要なことだと思っております。 

 さらに、最近の教育界では、「ＩＱや学力の高さだけが人生の成功をもたらすわけではない。」との考

えが注目されています。数値では測れない、粘り強さ、協調性、やり抜く力、自制心などの「非認知ス

キル」と呼ばれる能力が大切であるとの指摘です。この非認知スキルは、人生のあらゆる段階で不可欠

な役割を果たします。とだっ子には、２１世紀を生き抜くために、是非このような能力を身に付けても

らいたいと思っています。 

 昔から、「子供は家庭のしつけで芽を出し、学校の教えで花が咲き、地域の教えで実がなる」と言われ

ています。戸田市の将来を担う子供たちの成長には、家庭・学校・地域社会の三者が、それぞれ適切な

役割分担を果たしつつ、相互に連携して行われることが不可欠です。 

 そこで、三者それぞれに、私なりに特に次のことをお願いしたいと思います。 
 
 
 

 教育基本法第１０条では、父母その他の保護者は、子の教育について第一義的責任を有するものであ

ると規定されています。父母は「習慣の教師である」とも言われ、人間の芯になる部分は家庭教育でつ

くられます。あいさつ、返事、手伝い、整理整頓などの基本的な生活習慣は、特にしっかりとしつけて

ください。 
 
 
 
 
 子供は先生を選べません。書経に「教うるは学ぶの半ばなり」とあります。校長先生や教頭先生には、

確かな学力の育成と生徒指導の充実を柱とし、「この学校なら是非自分の子を入れたい」というような地

域に誇れる学校経営や運営を、また、先生方には、信頼される魅力ある教師を目指し、「自分の子は自分

のような教師に教えてもらいたい」と思える、自信と誇りをもった教育実践をお願いします。 
 
 
 
 
 地域社会は大きな家族です。子供は地域社会の中で実践を通して生きる力を身に付け、社会人として

の人格を形成していきます。モラルや規範意識などの醸成に近道はありません。 

 地域の子育て力を育むためにも、積極的なあいさつや声かけとともに、親身に叱る勇気と愛情をもっ

ていただくようお願いします。 
 
 すべての子供たちは、未来からの使者であると言われます。教育による「人づくり」こそが、持続的

に発展する戸田市を創ることであり、教育は未来への投資です。戸田市で学んで本当によかった、今後

も戸田市で学び続けたいと言っていただくために、戸田市の教育振興の根本的な方針として、ここに「戸

田市の教育振興に関する大綱」を定めます。 
 
                         平成３０年５月 戸田市長 

 家 庭 で は 

 学 校 で は 

 地域社会では 
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■戸田市は、２１世紀を生き抜くとだっ子の、やり抜く力を育成します 

目標１ やり抜く力を育む教育を推進します〜確かな学力の育成と生徒指導の充実〜 

１ 確かな学力の育成を推進します 

 全国学力・学習状況調査や埼玉県学力・学習状況調査の結果を分析活用して、基礎的・

基本的な知識や技能等を確実に習得し、「楽しく、わかり、伸ばす授業」に向けた、効果的

な授業への改善を図ります。また、学習意欲の向上と家庭学習の習慣化を図るため、放課

後等を活用した学習支援や、様々な理由から就学の継続が困難な状況にある児童生徒に対

する支援や援助等を図ります。 

２ 生徒指導の充実と豊かな心を育成します 

 「戸田市いじめ防止基本方針」に基づき、いじめ問題の未然防止、早期発見・早期解決

等を図ります。また、「戸田市生徒指導アクションプラン」に基づき、生徒指導の充実と児

童生徒及び保護者に対する相談・支援活動の充実のために、蕨警察署をはじめとした関係

機関との連携や全庁あげての組織的な取組を図ります。また、読書活動や自然体験、芸術

作品等の鑑賞、交流活動など、情操を豊かにする教育を充実します。さらに、道徳教育の

充実やボランティア活動、社会体験活動を通じて、道徳的実践力や豊かな人間性・社会性

を育成します。 

３ 健やかな体を育成します 

 運動の楽しさや魅力を味わい、進んで運動する児童生徒を育てるために、学校体育の充

実とともに、元オリンピック選手や大学生などを招聘した運動教室などを実施してまいり

ます。また、家庭や地域と連携しながら、学校保健や食育の充実、体力向上に向けた取組

を進めるとともに、地域の人材と連携した部活動の充実を図ります。 

４ 国際社会で活躍できる人材を育成します 

 引き続きＡＬＴの全校配置やＩＣＴ教育の一層の充実などを通して、これまで本市の教

育の特色の一つであった、小学校の英語活動及び中学校の英語教育のさらなる充実を図り、

国際社会で活かせる英語力やコミュニケーション能力、また、プレゼンテーション能力な

どを育成します。 

目標２ よりよい教育環境を整備します〜産官学民等との連携による知のリソースの活用〜 

５ 新しい学びを創造します 

 協調学習をはじめとしたアクティブ・ラーニングなど主体的・能動的な学びを推進し、

２１世紀型スキルの育成を目指します。また、デジタル教科書や学習支援システムなど、

デジタル教材を積極的に活用した、楽しくわかる授業や補充的な学習の充実を図ります。 
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 さらに、国の研究機関や民間の教育力などを積極的に活用し、キャリア教育などを含め

た新しい学びを創造します。 

６ 教員の指導力の向上を図ります 

 産官学民と連携し、教員の指導力の向上のための研修や専門的指導等の一層の充実を図

ります。また、ＩＣＴ等を活用した効果的・効率的な校務システムの改善や、「チーム学校」

の視点からの組織力等の向上を図り、子供と触れ合う時間を確保します。 

７ 学校の施設や設備の充実を図ります 

 安全で安心な教育環境の確保や児童生徒数の増加対策に向け、学校の施設や設備の総合

的かつ計画的な管理による老朽化対策や増改築等の実施を進めます。また、最先端のＩＣ

Ｔ環境の整備充実を図ります。 

８ 特別支援教育の充実を図ります 

 児童生徒一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難

を改善又は克服するため、適切な指導や支援を図ります。また、インクルーシブ教育シス

テムの構築を念頭に置いた取組を進めるとともに、相談・支援体制の強化に向けて、関係

部署・関係機関の一層の連携強化を図ります。 

９ 家庭・地域の教育力向上を図ります  

 幼稚園や保育園などで就学前教育・保育への支援を行うとともに、幼少期から学びに興

味を持てる取組の推進を図ります。また、適切な生活習慣の確立に資する講座の開催や、

家庭での教育に関する情報提供・相談支援の充実を図るとともに、保護者同士の交流や学

びの機会の充実を図ります。 

10 家庭・学校・地域の連携を図ります 

 子供会やＰＴＡ活動等、教育関連組織・団体活動への支援を行うとともに、学童保育の充

実や市内福祉センターなどの公共施設等を有効活用した安全な「青少年の居場所」づくり

の充実を図ります。  

 また、地域全体での見守りや相談支援など、青少年の健全育成を行うとともに、豊かな

地域の人材や自然等を活かした、戸田市らしい教育の推進を図ります。 

11 生涯学習・生涯スポーツ等の振興を図ります 

 戸田市の多様な生涯学習関連施設を活用した学習の推進を図るとともに、生涯学習団体へ

の支援を図ります。また、生涯にわたってスポーツ・レクリエーションに親しめる取組を

充実するために、スポーツ指導者の育成や生涯スポーツ団体への支援を図ります。さらに、

戸田市の文化芸術活動の振興や伝統文化の継承を図ります。
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第３次戸田市教育振興計画 
 

 近年、あらゆる分野においてグローバル化や情報化の進展などにより、世界全体が急

速に変化する中、我が国では、今後も出生率の大きな改善が見込まれず、高齢化の一層

の進行・人口の減少が見込まれます。また、地域のつながりの希薄化や社会規範の低下、

学力・体力の二極化、いじめ、不登校など、依然多岐にわたる事項が教育課題として指

摘されています。 

 他方、平成２３年３月に発生し、未曽有の被害をもたらした東日本大震災を契機に、

命を守るための取組が加速するとともに、人と人とのつながりの重要性が再認識される

など、人々の意識に大きな変化をもたらし、教育分野においても、一人一人の「生きる

力」を確実に伸ばす取組の推進が求められています。 
 

 そのようなめまぐるしく変化する社会・経済情勢や、教育を取り巻く状況の変化等を

踏まえ、家庭、学校、地域、行政が自主的かつ積極的な活動を行うため、本市では、平

成２８年度から平成３２年度の５年間を計画期間とした「第３次戸田市教育振興計画」

を策定しました。 

 この第３次戸田市教育振興計画では、戸田市第４次総合振興計画や第３次戸田市生涯

学習推進計画などの関連計画と連携し、「やり抜く力を育む教育」と「よりよい教育環

境の整備」を基本目標として教育施策を実施し、「希望を持ち、思いやり、未来を拓く

ため、最後までやり抜く児童生徒」を育てます。 
 

 ２１世紀は、新しい知識・情報・技術が社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛

躍的に重要性を増す、いわゆる「知識基盤社会」の時代と言われています。未来からの

使者であるとだっ子が、これからの時代をたくましく生き抜く力を身に付け、一人一人

が自らの可能性を最大限に発揮し、よりよい社会と幸福な人生を自ら創り出していくた

めには、家庭、学校、地域、行政がそれぞれ適切な役割分担を果たしつつ、相互に連携

することが不可欠です。 

 この第３次戸田市教育振興計画の下、家庭、学校、地域、行政が一体となり、「戸田

市で学んでよかった」、「戸田市で今後も学び続けたい」と言っていただける他自治体を

リードする「教育のまち 戸田」の実現を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

            ※具体的な事業については、市ホームページを御覧ください。 
 
                     戸田市 教育振興計画  検索  
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■第３次戸田市教育振興計画の基本理念・キャッチフレーズ・基本目標 
 

 

 
 
 

１ やり抜く力を育む教育を推進する 

  ～確かな学力と生徒指導の充実を図る～ 

基礎的・基本的な知識・技能の定着と、習得した知識・技能を十分に活用できる確か

な学力や、問題に直面した際に解決するために思考を働かせ、行動していく力を育成し

ます。 

また、健全な生活習慣を身に付け、思いやりの心と規範意識をもって主体的に行動す

る、心豊かで健康的な子供を育てる教育を推進します。 

そして、一人一人の様々な違いについて理解し、互いを尊重し支え合う共生の心や、

自ら考え、行動する、国際社会や地域社会で活躍できる人材の育成を目指します。 
 

２ よりよい教育環境を整備する 

  ～産官学民及び家庭・地域と連携し、知のリソースの活用を図る～ 

文部科学省や県教育委員会、民間企業や大学など、産官学民との連携を図り、楽しく

わかり、学び合い、理解が深まる授業づくりなどの教員の指導力向上、相談への対応力

向上をはじめとした教職員の資質向上や、教職員が子供と向き合い、成長を十分にサポ

ートできる体制づくりを推進します。 

また、各学校の環境や特色を活かした安心・安全な学校づくりと、ICT 環境の整備充

実をはじめとした効果的な学びを支援する施設・設備の充実を目指します。そして、開

かれた学校づくりや施設開放、学びの機会の確保を通じて、誰もが安心して快適に学べ

る、よりよい学習環境・教育環境の整備を目指します。 

 

■目指す児童生徒「とだっ子」像 
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1-5 歳出予算内訳 

（１） 令和２年度 教育費の歳出予算内訳（当初） 

１ 教 育 総 務 費 905,737
（千円）

1,270,249
（千円）

-364,512
（千円）

-28.7%

教 育 委 員 会 費 4,673 5,134 -461 -9.0%

事 務 局 費 525,329 538,422 -13,093 -2.4%

教 育 指 導 費 137,182 125,940 11,242 8.9%

保 健 費 32,046 30,623 1,423 4.6%

教 育 セ ン タ ー 費 206,507 196,174 10,333 5.3%

幼 稚 園 費 0 373,956 -373,956 -100.0%

２ 小 学 校 費 3,763,720 1,933,873 1,829,847 94.6%

学 校 管 理 費 1,083,774 835,625 248,149 29.7%

学 校 建 設 費 2,679,946 1,098,248 1,581,698 144.0%

３ 中 学 校 費 2,858,333 2,175,242 683,091 31.4%

学 校 管 理 費 530,616 408,866 121,750 29.8%

学 校 建 設 費 2,327,717 1,766,376 561,341 31.8%

４ 社 会 教 育 費 681,926 1,211,999 -530,073 -43.7%

社 会 教 育 総 務 費 64,651 70,408 -5,757 -8.2%

公 民 館 費 32,018 32,446 -428 -1.3%

青 少 年 育 成 費 40,429 28,953 11,476 39.6%

文 化 財 保 護 費 11,502 10,824 678 6.3%

少 年 自 然 の 家 費 47,269 46,583 686 1.5%

図 書 館 費 372,085 905,971 -533,886 -58.9%

郷 土 博 物 館 費 83,732 87,527 -3,795 -4.3%

彩湖自然学習センター費 30,240 29,287 953 3.3%

５ 体 育 費 386,096 1,773,907 -1,387,811 -78.2%

体 育 総 務 費 161,541 120,124 41,417 34.5%

体 育 施 設 費 790 790 0 0.0%

学 校 施 設 開 放 事 業 費 4,865 5,462 -597 -10.9%

ス ポ ー ツ セ ン タ ー 費 218,900 1,647,531 -1,428,631 -86.7%

６ 学 校 給 食 費 1,356,003 1,328,700 27,303 2.1%

学 校 給 食 セ ン タ ー 費 762,162 736,410 25,752 3.5%

単 独 校 給 食 費 593,841 592,290 1,551 0.3%

７ 教 育 諸 費 56,596 64,643 -8,047 -12.4%

教 育 振 興 費 49,957 58,227 -8,270 -14.2%

人財育成奨学資金給付金 6,639 6,416 223 3.5%

10,008,411 9,758,613 249,798 2.6%教 育 費 計

対前年度比率科　　　　　目 令和２年度 令和元年度 比較増減
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（２） 令和２年度 １人あたりの教育費（当初） 

人　数 （人） 予 算 額 (円） １人あたりの額（円）

　 教 育 総 務 費 （ 市 民 １ 人に 対し て） 140,892 905,737,000 6,429

小 学 校 費 （ 児 童 １ 人に 対し て） 3,763,720,000 457,428

需 用 費 232,730,000 28,285

備 品 購 入 費 111,746,000 13,581

中 学 校 費 （ 生 徒 １ 人に 対し て） 2,858,333,000 831,394

需 用 費 108,651,000 31,603

　 備 品 購 入 費 35,772,000 10,405

　 社 会 教 育 費 （ 市 民 １ 人に 対し て） 14,892 681,926,000 45,791

　 体 育 費 （ 市 民 １ 人に 対し て） 14,892 386,096,000 25,926

区　　　　　　分

8,228

3,438

 

 

（３） 令和２年度 市全体の予算から見る教育費の割合（当初） 

合計 59,779,000千円

教育費, 10,008,411

千円, 16.7%

民生費, 26,974,742

千円, 45.1%

総務費, 7,486,738

千円, 12.5%

土木費, 

5,360,671千

円, 9.0%

衛生費, 3,656,773

千円, 6.1%

公債費, 3,328,945

千円, 5.6%

消防費, 1,727,148

千円, 2.9%
議会費等その他, 

1,235,572千円, 
2.0%
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